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神
戸
新
開
地
の
寄

席
、
喜
楽
館
が
、
よ

う
や
く
再
開
し
た
。

７
月
11
日
の
開
館
２

周
年
記
念
を
兼
ね
た

特
別
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
発
売

20
分
で
完
売
し
た
と
か
。
コ
ロ
ナ

禍
で
、
い
か
に
皆
が
笑
い
に
飢
え

て
い
た
か
、
う
れ
し
い
話
題
で
あ

る
。
と
は
言
っ
て
も
、
マ
ス
ク
着

用
、
大
き
な
声
で
笑
っ
て
は
い
け

な
い
と
な
る
と
、
笑
う
に
笑
え
な

い
話
で
は
あ
る
が
▼
緊
急
事
態
宣

言
の
間
、
噺
家
さ
ん
た
ち
は
本
当

に
大
変
だ
っ
た
よ
う
だ
。
い
や
、

噺
家
さ
ん
だ
け
で
は
な
い
。
演
劇

人
も
、
演
奏
家
も
、
映
画
人
も
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
言
わ
れ
て
い
る

職
業
の
方
も
、
そ
の
大
半
は
、
突

然
収
入
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ

た
。
政
府
が
国
民
に
〝
補
償
〞
を

打
ち
出
し
た
の
は
、
随
分
時
間
が

経
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
届

い
た
の
が
、
一
回
ぽ
っ
き
り
の
10

万
円
と
２
枚
の
「
ア
ベ
ノ
マ
ス

ク
」、
こ
れ
で
は
生
活
の
足
し
に

な
ら
な
い
▼
病
院
や
診
療
所
も
大

変
だ
。
コ
ロ
ナ
の
最
前
線
で
闘
う

人
は
も
ち
ろ
ん
、
院
内
感
染
対
策

に
苦
慮
し
な
が
ら
日
常
診
療
を
守

る
開
業
医
も
苦
境
で
あ
る
。
協
会

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
９
割
の

会
員
が
、〝
自
粛
〞
に
よ
る
患
者

減
・
収
入
減
を
訴
え
て
い
る
。
資

産
を
取
り
崩
し
て
の
対
応
で
は
、

い
ず
れ
限
界
が
来
る
。
医
療
崩
壊

を
防
ぐ
た
め
、
国
の
責
任
に
よ
る

減
収
分
の
補
填
を
求
め
て
い
る
▼

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
あ

と
、
じ
わ
じ
わ
と
感
染
者
が
増
え

て
い
る
の
が
不
気
味
で
あ
る
。
来

た
る
べ
き
第
２
波
に
備
え
る
に

は
、
医
療
機
関
経
営
と
暮
ら
し
の

保
障
が
欠
か
せ
な
い
。
十
分
な
措

置
が
な
さ
れ
、
人
々
が
再
び
心
の

底
か
ら
笑
い
あ
え
る
日
は
来
る
の

だ
ろ
う
か
？　

安
倍
さ
ん
。
何
の

ホ
シ
ョ
ウ
も
な
い
、
で
は
ま
っ
た

く
お
あ
と
が
よ
ろ
し
く
な
い （
星
）

２０２０年(令和２年)７月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１９４８号（１）
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今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
主張　 戦後75年　核廃絶へ運動と世論で
　　　核保有国を包囲しよう ２面

研
面
究 ４面診内研より　知っているとカッコイイ

“救急外来での一発診断”（上）

植草一秀氏招き理事学習会 ２面

新型コロナ
関連記事

図　医科・歯科ともに９割近くの医療機関で収入減少

医療機関へ緊急の財政措置を求める医師・歯科医師署名
７月14日～16日に医療機関へFAXでお届けしている　　

５カ月ぶりとなった診内研に会場・オンライン合わせ
74人が参加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

協
会
・
保
団
連
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
う
受
診
抑
制
等
に
よ
り
、
医
療
機
関
の

収
支
が
悪
化
し
、
経
営
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
政
府
に
緊
急
財
政
措
置
を
求
め
る
会
員
署

名
を
開
始
し
た
。
７
月
14
日
〜
16
日
の
間
に
会
員
医

療
機
関
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
信
し
て
お
り
、
７
０
０
に
迫

る
返
信
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

い
る
。
一
方
で
、
個
人
防
護
具
の

価
格
高
騰
や
感
染
防
止
対
策
に
必

要
な
設
備
投
資
に
よ
り
、
経
費
が

外
来
患
者
数
が
減
少
し
て
い
る
。

　

協
会
が
５
月
に
実
施
し
た
「
第

２
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
う
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
は
、
医
科
・
歯
科
と
も
に
約
９

割
の
医
療
機
関
で
、
前
年
４
月
に

比
べ
て
患
者
数
が
減
少
し
、
保
険

診
療
収
入
が
30
％
以
上
減
収
と
な

っ
て
い
る
医
療
機
関
は
医
科
で
約

20
％
、
歯
科
で
約
30
％
に
上
っ
て

例
年
よ
り
「
増
え
た
」
医
療
機
関

が
医
科
で
約
30
％
、
歯
科
で
約
40

％
と
な
っ
て
い
る
。

医
療
提
供
の
原
資
は
、
診
療
報
酬

で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
国
は
国
民
に
生

存
権
を
保
障
し
、
必
要
な
医
療
を

国
民
に
供
給
す
る
使
命
を
有
す
る

た
め
、
保
険
医
療
機
関
の
経
営
を

安
定
さ
せ
る
に
十
分
な
診
療
報
酬

を
保
障
す
る
責
任
が
あ
る
。

　

今
回
の
会
員
署
名
で
は
、
今
後

の
感
染
拡
大
に
備
え
、
医
療
機
関

の
立
て
直
し
は
急
務
だ
と
し
て
、

地
域
や
規
模
を
問
わ
ず
全
て
の
医

療
機
関
に
対
す
る
、
災
害
時
と
同

様
の
前
年
度
実
績
に
基
づ
く
診
療

報
酬
の
「
概
算
払
い
」
や
支
援
金

に
よ
る
減
収
分
の
補
填
な
ど
、
国

の
責
任
に
よ
る
迅
速
か
つ
大
規
模

な
財
政
措
置
を
緊
急
的
に
求
め
て

い
る
。

　

寄
せ
ら
れ
た
署
名
は
、
７
月
末

に
政
府
、
関
係
省
庁
、
県
選
出
国

会
議
員
に
届
け
る
予
定
。
ぜ
ひ
ご

返
信
を
お
願
い
し
た
い
。

※
署
名
用
紙
は
月
刊
保
団
連
８
月

号
に
も
同
封
予
定
。
本
件
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078
―
393

―
１
８
０
７
ま
で

診
療
内
容
向
上
研
究
会

緊
急
署
名
「
医
療
機
関
の
経
営
保
障
を
」

　

こ
の
た
び
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
私
た
ち
医
療
機
関
は
、

政
府
の
事
業
継
続
要
請
を
受
け
、

緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
い
て
も
感

染
リ
ス
ク
に
晒
さ
れ
な
が
ら
地
域

医
療
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

に
も
関
わ
ら
ず
、
マ
ス
コ
ミ
の

報
道
な
ど
で
不
安
に
陥
っ
た
患
者

の
受
診
抑
制
は
深
刻
で
、
医
業
収

益
は
急
激
に
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
協
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

も
、
９
割
の
医
療
機
関
が
、
医
業

収
益
が
「
減
っ
た
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
医
療
機
関
の
経
営
難
や

存
続
危
機
は
、
医
療
提
供
量
の
縮

小
を
も
た
ら
し
、
国
民
医
療
の
危

機
に
直
結
し
ま
す
。

　

政
府
は
第
２
次
補
正
予
算
を
成

立
さ
せ
、
医
療
機
関
向
け
の
経
営

支
援
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

中
身
は
融
資
や
感
染
対
策
費
の
補

助
等
が
中
心
で
、
不
十
分
で
す
。

　

協
会
・
保
団
連
は
、
第
２
波
へ

備
え
る
た
め
に
も
、
簡
素
、
迅
速

で
透
明
性
の
高
い
、
前
年
度
実
績

に
基
づ
く
診
療
報
酬
「
概
算
払

い
」
等
に
よ
る
減
収
分
の
補
填
な

ど
を
求
め
る
医
師
・
歯
科
医
師
署

名
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
趣

旨
を
ご
賢
察
の
上
、
ご
協
力
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

こ
の
ま
ま
で
は

地
域
医
療
が
危
機
に

　

協
会
は
７
月
11
日
、
神
戸
市
立

医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
皮

膚
科
部
長
の
長
野
徹
先
生
を
講
師

に
、
第
５
６
３
回
診
療
内
容
向
上

研
究
会
（
診
内
研
）「
皮
膚
科
領

域
の
感
染
症
（
真
菌
症
と
梅
毒
を

中
心
に
）
―
基
礎
か
ら
最
近
の
話

題
ま
で
―
」
を
開
催
。
会
場
に
47

人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
視
聴
27
人

を
合
わ
せ
、
74
人
が
参
加
し
た
。

　

同
研
究
会
は
、
会
員
向
け
に
、

日
常
診
療
に
役
立
つ
最
新
の
知
見

を
得
る
場
と
し
て
、
協
会
研
究
部

が
毎
月
開
催
し
て
い
る
も
の
。
し

か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年
の
２

月
の
開
催
を
最
後
に
実
施
を
見
合

わ
せ
て
い
た
。
今
回
は
５
カ
月
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
、
会
場
で
の
受

講
の
ほ
か
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
同
時
配
信
も
行
っ
た
。

　

長
野
先
生
は
講
演
で
、
多
数
の

図
や
写
真
を
用
い
な
が
ら
、
感
染

症
の
診
断
や
治
療
法
に
つ
い
て
解

説
。
日
々
の
具
体
的
な
症
例
を
も

と
に
、
ど
の
よ
う
な
感
染
症
を
疑

い
、
ど
の
治
療
薬
を
用
い
る
か
な

ど
、
現
場
で
の
診
療
に
役
立
つ
情

報
が
多
数
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

真
菌
症
で
よ
く
見
ら
れ
る
、
趾

間
型
の
足
白
癬
治
療
に
つ
い
て

は
、
び
ら
ん
面
が
あ
る
場
合
、
ま

ず
抗
生
物
質
軟
膏
な
ど
で
局
所
の

つ
い
て
は
ま
ず
疑
う
こ
と
か
ら
鑑

別
診
断
が
は
じ
ま
る
。
通
常
の
湿

疹
、
あ
る
い
は
乾
癬
と
片
づ
け

ず
、
ス
テ
ロ
イ
ド
に
反
応
し
な
い

場
合
、
一
歩
引
い
て
み
る
こ
と
が

必
要
」
と
し
た
。

　

研
究
部
で
は
、
今
後
同
研
究
会

を
毎
月
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
次
回
は
８
月
22
日
（
土
）

に
Ｊ
Ｒ
東
京
総
合
病
院
リ
ウ
マ
チ

・
膠
原
病
科
医
長
の
陶
山
恭
博
先

生
を
招
き
、「
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原

病
ミ
ミ
ッ
ク
ス
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
、「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
配
信
も
行

う
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
会
場
の

定
員
は
70
名
と
し
て
い
る
。

（
本
紙
４
面
に
次
回
診
療
内
容
向

上
研
究
会
の
ご
案
内
）

改
善
を
行
っ
た

後
に
、
検
鏡
し

て
診
断
を
下
す

べ
き
で
あ
る
と

強
調
し
た
。
梅

毒
に
つ
い
て

は
、
国
内
の
梅

毒
患
者
数
は
２

０
１
０
年
以
降

増
加
し
２
０
１

９
年
に
は
６
６

４
１
人
と
な
っ

て
お
り
注
意
を

要
す
る
な
ど
、

新
し
い
話
題
に

つ
い
て
も
報
告

し
、「
梅
毒
に

５
カ
月
ぶ
り
に
再
開

５
カ
月
ぶ
り
に
再
開

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
同
時
配
信
も

　

政
府
は
、
緊
急
事
態

宣
言
下
に
お
い
て
、
す

べ
て
の
医
療
関
係
者
の

事
業
継
続
を
要
請
し
、

各
医
療
機
関
で
は
こ
れ

に
応
え
、
感
染
の
危
険

と
不
安
の
な
か
で
地
域

医
療
提
供
を
担
っ
て
き

た
。

　

保
険
医
療
機
関
は
そ

の
設
置
主
体
の
公
私
に

関
わ
ら
ず
、
公
益
医
療

の
提
供
を
一
手
に
担
う

社
会
的
共
通
資
本
で
あ

る
。
そ
の
た
め
開
設
認

可
時
よ
り
、
非
営
利
業

務
が
求
め
ら
れ
、
剰
余

金
の
配
当
等
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

減った 変わらない 増えた

医科

歯科

0 50 100%

88.6%

87.0%

9.3%

1.6% 0.6%

2.3% 2.8%

7.9%

無回答

兵庫県保険医協会「第２回新型コロナ緊急アンケート調査結果」より

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
蔓
延
す
る
な
か
、
政
府
に
よ
る

自
粛
要
請
や
感
染
不
安
に
よ
る
受

診
抑
制
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
は

談 話

「みんなでストップ！負担増」署名

集
ま
っ
た
署
名
は

ご
返
送
く
だ
さ
い

７
月
17
日
現
在

１
万
６
６
３
６
筆

◀
署
名
用
紙

ご
注
文
は
☎
078
ー
393
ー

１
８
０
７
ま
で
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会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

岩
崎　
　

徹
先
生

兵
庫
区　

内
科

７
月
３
日 

享
年
68
歳

「
コ
ロ
ナ
恐
慌
」へ
の

〝
処
方
箋
〞語
る

植
草
一
秀
氏
招
き
理
事
学
習
会

植草氏の講演に協会役員ら19人が参加

　

協
会
は
７
月
11
日
、
協
会
会
議

室
で
経
済
評
論
家
の
植
草
一
秀
氏

を
招
き
、
理
事
学
習
会
「
新
自
由

主
義
的
経
済
政
策
が
招
い
た
コ
ロ

ナ
恐
慌
」
を
開
催
。
協
会
役
員
ら

19
人
が
参
加
し
た
。

は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催

し
た
い
、
経
済
活
動
を
止
め
さ
せ

た
く
な
い
、
と
い
う
安
倍
政
権
の

姿
勢
が
あ
っ
た
と
し
た
。
日
本
で

少
な
い
と
さ
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
死
者
も
、
東

ア
ジ
ア
に
限
定
す
る
と
ワ
ー
ス
ト

３
で
あ
る
こ
と
を
併
せ
て
指
摘
し

た
。

　

続
い
て
、
今
年
実
施
さ
れ
る
ア

メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
に
つ
い
て

は
、
過
剰
な
米
中
貿
易
戦
争
や
白

人
至
上
主
義
な
ど
米
国
内
で
の
反

発
に
加
え
て
、
米
国
雇
用
統
計
や

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
経
済
見
通
し
の
悪
化
か

ら
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
支
持
率

が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
再
選
は

な
い
世
界
へ
の
転
換
を
訴
え
、
日

本
全
国
の
市
町
村
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
歩
く
「
国
民
平
和
大
行
進
」

て
、
声
を
出
さ
ず
に
プ
ラ
カ
ー
ド

な
ど
を
掲
げ
て
、
限
定
し
た
地
域

の
み
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
行
進
に
変

更
し
て
い
る
。
行
進
は
５
月
に
東

京
を
出
発
し
、
８
月
４
日
に
広
島

に
到
着
す
る
予
定
。
ま
た
、
例
年

０
０
年
に
比
べ
、
大
幅
に
世
界
順

位
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
、
鉱
工

業
生
産
指
数
や
景
気
動
向
指
数
な

ど
か
ら
は
断
続
的
に
不
況
期
が
あ

る
と
解
説
。
一
人
当
た
り
実
質
賃

金
は
民
主
党
政
権
時
よ
り
も
５
％

た
。

◇
歯
科
部
会　

①
歯
科
政
策
研
究

会
（
６
／
21
）
で
の
宇
佐
美
保
団

連
副
会
長
の
講
演
概
要
、
②
歯
科

医
院
内
講
習
用
テ
キ
ス
ト
『
歯
科

外
来
に
お
け
る
院
内
感
染
防
止
対

策
』
を
発
行
し
た
こ
と
等
が
報
告

さ
れ
た
。

◇
災
害
対
策　

阪
神
・
淡
路
大
震

災
被
災
者
の
「
借
り
上
げ
住
宅
裁

判
」
で
、
大
阪
高
裁
は
６
／
19
、

神
戸
市
が
退
去
を
求
め
た
裁
判
の

被
告
控
訴
を
棄
却
し
、
原
告
神
戸

市
の
請
求
を
認
め
る
不
当
な
判
決

を
下
し
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ

た
。

◇
政
策
部　

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
第
２
回
の
結
果

が
新
聞
各
紙
で
報
道
さ
れ
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
も
結
果
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
た

こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
６
月
27
日　

理
事
会
よ
り
）

　７月15日付３面の伊賀幹二先生によ
る会員投稿の見出し「マスコミ対策な
のか」は「コロナ後の世界」の誤りで
した。
　お詫びして訂正いたします。

◇
出
席　

19
人

◇
情
勢　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
抗
体
検
査
に
つ
い
て
、
厚
生
労

働
省
は
、
陽
性
率
が
東
京
０
・
10

％
、
大
阪
０
・
17
％
、
宮
城
０
・

03
％
だ
っ
た
と
発
表
し
た
。
ま

た
、
日
経
新
聞
は
「
特
定
警
戒
」

地
域
だ
っ
た
13
都
道
府
県
の
う
ち

11
都
府
県
で
、
今
年
４
月
の
死
亡

数
が
平
年
を
大
き
く
上
回
る
「
超

過
死
亡
」
が
あ
っ
た
と
報
じ
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
兵
庫
の
福

祉
医
療
制
度
２
０
２
０
調
査
と
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
②
保
団
連

中
央
要
請
行
動
の
予
定
（
10
／
８

署
名
提
出
集
会
、
10
／
22
国
民
集

会
）、
③
神
戸
市
政
対
策
「
神
戸

市
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
対
応
戦
略
」

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

へ
の
意
見
提
出
等
が
報
告
さ
れ

ウ
イ
ル
ス
と
い
う
近
年
ま
れ
に

み
る
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

５
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
や
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
予

定
さ
れ
て
い
た
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
in
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
来

年
に
延
期
と
な
る
な
ど
、
核
軍

縮
と
世
界
平
和
に
向
け
た
取
り

組
み
が
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
核
兵
器
廃
絶
を
願

う
世
界
中
の
市
民
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
集
ま
り
、
核
廃
絶
へ
向
け

た
取
り
組
み
を
交
流
し
あ
う
な

ど
の
運
動
も
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
は
希
望
が
持
て
る
。
一
刻
も

早
い
核
廃
絶
の
た
め
に
も
、
来

年
は
広
範
な
市
民
が
参
加
し

よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
か

ら
す
で
に
75
年
。
被
爆
者
の
高

齢
化
が
一
段
と
進
み
、
彼
ら
に

残
さ
れ
た
時
間
は
わ
ず
か
と
な

っ
て
い
る
。
被
爆
者
の
方
々
が

ご
存
命
の
う
ち
に
、
核
兵
器
廃

絶
を
達
成
す
る
た
め
に
も
、
現

在
40
カ
国
ま
で
批
准
国
が
増
え

て
い
る
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早

期
発
効
に
よ
り
、
核
兵
器
は
絶

対
悪
で
あ
る
と
い
う
世
論
の
も

と
、
核
保
有
国
を
包
囲
す
る
運

動
が
、
い
っ
そ
う
重
要
で
あ

る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
等
に
よ
る
、
核
関

連
企
業
へ
の
投
融
資
を
や
め
さ

せ
る
「Don`t bank on the 

bomb

」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
の
よ
う
に
、
世
界
中
の

市
民
に
広
く
知
ら
せ
、
資
金
面

か
ら
も
核
廃
絶
を
迫
る
た
め
、

わ
れ
わ
れ
も
運
動
に
取
り
組
む

決
意
で
あ
る
。

に
は
、
新
戦
略
兵
器
削
減
条
約

（
新
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
が
期
限
切

れ
と
な
る
こ
と
か
ら
、
両
国
と

も
に
核
戦
略
の
拡
大
方
針
を
示

し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
小
型

核
爆
弾
を
「
使
い
勝
手
の
良

い
」
核
兵
器
で
あ
る
と
し
て
、

開
発
を
進
め
、
こ
れ
に
反
発
し

た
ロ
シ
ア
は
、
相
手
国
か
ら
弾

一
国
二
制
度
を
破
壊
す
る
香
港

で
の
国
家
安
全
維
持
法
や
北
朝

鮮
問
題
、
水
資
源
な
ど
の
利
権

を
め
ぐ
る
隣
国
同
士
の
対
立
な

ど
、
紛
争
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
い

ず
れ
の
問
題
も
、
対
話
に
よ
る

解
決
を
求
め
た
い
。

　

広
島
・
長
崎
が
原
子
爆
弾
に

て
、
会
議
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
願
う
。

　

核
兵
器
を
め
ぐ
る
情
勢
で

は
、
近
年
、
米
露
間
の
緊
張
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
昨
年
８
月
に
米
露
間
の

中
距
離
核
戦
力
（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）
全

廃
条
約
が
失
効
し
、
来
年
２
月

道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
情
報
な
ど

が
あ
れ
ば
核
兵
器
の
使
用
も
認

め
る
な
ど
、「
核
兵
器
の
先
制

使
用
」
方
針
を
拡
大
す
る
な

ど
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
求

め
る
世
界
市
民
の
願
い
と
逆
行

し
て
い
る
。

　

核
問
題
以
外
で
も
、
中
国
の

厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
情
勢
を
解

説
し
た
。

　

最
後
に
日
本
経
済
に
つ
い
て
、

安
倍
政
権
が
強
弁
す
る
経
済
成
長

も
、
成
長
率
は
微
々
た
る
も
の

で
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
２
０

国
民
平
和
大
行
進

　

今
年
は
第
二
次

世
界
大
戦
終
結
か

ら
75
年
の
節
目
の

年
で
あ
る
。
た

だ
、
新
型
コ
ロ
ナ

「要で急な受診患者さんのために
 私たちが磨くべき５つのこと」
日　時　８月１日（土）14時～16時
会　場　じばさんびる501会議室
講　師　 （株）クリニックイノベーシ

ョンサポート　永野　光先生
参加費　1000円
定　員　20人

■姫路・西播支部■接遇研修会
「医療現場の接遇～心と笑顔をのせて」
日　時　８月22日（土）
　　　　14時30分～16時30分
会　場　協会５階会議室
講　師　 元大手前短期大学　教授　

水原　道子先生
参加費　1000円
定　員　50人

■神戸支部■職員接遇研修会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで 未来パンフのご注文・お問い合わせは、
 ☎078－393－1807まで

核廃絶へ原水協の核廃絶へ原水協の
新パンフレットを頒布します新パンフレットを頒布します

県庁前の集会に参加した武村副理事長（右）と
川西副理事長（左）　　　　　　　　　　　　

「平和」ののぼりを掲げ、明石
市内を行進する樫林理事　　　

　核兵器禁止条約の発効と
日本の参加へ――。協会
は、原水爆禁止日本協議会
（原水協）が制作した、新
しいパンフレット「コロナ
禍のもとで考えよう　核兵
器・地球・私たちの未来
（通称：未来パンフ）」を
頒布します。核兵器のない
世界をいかに実現するか、
スタッフの学習や医院の待
合室に置くなどご活用くだ
さい。

原
水
協
が
発
行
し
た
「
未
来
パ
ン
フ
」

（
Ｂ
５
判
、
24
ペ
ー
ジ
）

　

８
月
４
〜
９
日
に
広
島
・
長
崎

で
開
催
さ
れ
る
「
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
」
を
め
ざ
し
、
核
兵
器
の

行
進
し
た
。
協
会
か
ら
武
村
義
人

・
川
西
敏
雄
両
副
理
事
長
、
水
間

美
宏
・
樫
林
義
雄
両
理
事
が
参
加

し
た
。

　

９
日
に
、
水
間
理
事
が
東
灘
区

内
を
行
進
。
10
日
に
は
、
武
村
副

理
事
長
と
川
西
副
理
事
長
が
兵
庫

県
庁
前
で
参
加
者
を
激
励
、
11
日

に
は
樫
林
理
事
が
ス
タ
ッ
フ
と
と

も
に
明
石
市
内
を
行
進
し
た
。

　

今
年
の
平
和
行
進
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
県
内
を
通
し
で
歩
く
従
来
の

方
法
を
変
更
し
、
参
加
者
を
絞
っ

減
少
す
る
一
方

で
、
法
人
企
業
当

期
純
利
益
は
２
・

３
倍
に
も
膨
れ
上

が
っ
て
い
る
と
指

摘
し
、
日
本
経
済

の
回
復
に
は
、
①

消
費
税
の
廃
止
、

②
政
府
に
よ
る
全

国
一
律
１
５
０
０

円
の
最
低
賃
金
の

補
償
、
③
さ
ま
ざ

ま
な
利
権
絡
み
の

財
政
か
ら
社
会
保

障
支
出
メ
イ
ン
の

財
政
へ
の
転
換
の

３
点
が
必
要
だ
と

解
説
し
た
。

　

植
草
氏
は
、
ま
ず
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
日

本
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
著
し
く
抑

制
さ
れ
て
き
た
と
指
摘
し
た
。
検

査
に
至
る
ま
で
に
「
37
・
５
度
以

上
の
発
熱
が
４
日
以
上
」
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
制
限
を
設
け
、

検
査
数
を
抑
制
す
る
こ
と
で
感
染

者
数
を
少
な
く
見
せ
か
け
た
と
政

府
の
対
応
を
批
判
。
そ
の
背
景
に

８
月
４
〜
９
日
に
開
催
さ
れ
る
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
は
、
広
島
デ

ー
の
６
日
と
長
崎
デ
ー
の
９
日

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ

れ
る
。

が
、
７
月
７

日
か
ら
16
日

に
か
け
て
、

兵
庫
県
内
を

※ 新型コロナウイルス感染症予防のため、参加人数を絞って開催します
ので、お早めにお申し込みください

戦
後
75
年

核
廃
絶
へ
運
動
と
世
論
で

核
保
有
国
を
包
囲
し
よ
う

お詫びと訂正

核
兵
器
廃
絶
へ

核
兵
器
廃
絶
へ

協
会
役
員
ら
が

協
会
役
員
ら
が
県
内
を
行
進

県
内
を
行
進
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第
三
類
は
、
人
間
の
外
部
の
自

然
環
境
と
の
調
和
を
考
え
る
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
寒
さ
や
暑
さ

へ
の
対
応
と
か
、
昼
と
夜
と
の
生

活
の
変
化
に
対
応
し
て
、
調
和
を

取
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
で
あ

る
。
も
し
調
和
が
取
れ
て
い
な
け

れ
ば
、
重
ね
着
を
し
た
り
、
逆
に

脱
衣
を
す
る
と
か
、
ま
た
、
早
起

き
を
す
る
と
か
、
早
寝
を
す
る
と

か
、
積
極
的
に
自
分
を
改
め
て
、

環
境
に
調
和
し
て
上
手
く
生
き
て

ゆ
こ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
調
和
が
取
れ
な
い
時
、
方

程
式
を
書
き
換
え
る
。
別
の
言
葉

に
変
え
る
と
〝
学
習
〞
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
学
習
の
結
果
得
た
も

の
と
、
自
然
環
境
と
の
関
係
を
絶

え
ず
観
察
し
、
学
習
し
て
、
自
分

を
改
め
て
調
和
を
図
っ
て
い
る
状

態
で
あ
る
。
生
体
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
系
は
閉
鎖
系
で
あ
る
が
、
現

実
に
は
純
粋
な
閉
鎖
系
で
は
な

い
。

　

私
ど
も
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
も
の
を
食
べ
る
。
こ
れ
は
自

然
環
境
か
ら
得
た
も
の
で
あ
り
、

季
節
に
応
じ
て
、
食
品
を
選
ん
で

調
節
し
て
い
る
。

　

元
来
閉
鎖
系
で
あ
る
血
圧
の
調

節
機
構
で
も
、
腹
が
立
っ
た
り
、

驚
か
さ
れ
る
と
、
血
圧
は
即
座
に

上
昇
す
る
。
こ
れ
は
外
乱
と
か
、

ノ
イ
ズ
と
い
う
、
外
部
か
ら
の
心

理
的
、
物
理
的
ス
ト
レ
ス
が
加
わ

る
と
、
こ
の
外
乱
に
対
し
て
血
圧

を
一
定
値
に
制
御
す
る
た
め
で
あ

る
。
こ
れ
が
血
圧
調
節
機
構
の
本

当
の
目
的
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

情
報
工
学
の
見
方
で
は
、
郵
便

番
号
の
読
み
取
り
機
、
エ
ア
ー
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
な
ど
の
、
簡
単

な
外
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
専
門
家
は
こ
の

原
理
を
学
習
制
御
と
表
現
し
て
い

る
。

　

第
四
類
は
、
個
体
と
い
う
よ

り
、
私
ど
も
と
社
会
環
境
と
の
調

和
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、
遠
方
へ
車
で
出
か
け
る
際
、

渋
滞
な
ど
の
交
通
情
報
を
収
集

し
、
高
速
道
路
が
渋
滞
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
手
前
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
で
降
り
よ
う
か
、
下
道

で
行
こ
う
か
、
は
た
ま
た
車
は
や

め
て
電
車
で
行
こ
う
か
な
ど
、
社

会
の
情
報
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

最
適
と
思
わ
れ
る
方
法
を
選
択
す

る
こ
と
で
あ
る
。

　

私
ど
も
は
社
会
の
中
で
生
き
て

お
り
、
環
境
に
上
手
く
適
応
し
て

い
て
、
世
の
中
が
自
分
を
中
心
に

廻
っ
て
い
る
と
思
え
る
時
が
、
最

高
の
状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ

程
で
も
な
く
て
も
、
他
の
自
然
物

と
相
互
作
用
を
営
み
な
が
ら
、
環

境
と
の
接
触
を
上
手
に
保
っ
て
さ

え
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
健
康
で
幸

せ
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
社
会

と
い
う
も
の
は
、
そ
う
い
つ
ま
で

も
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
情
報
が
あ

っ
て
も
、
自
分
が
反
応
す
る
も
の

と
、
全
く
反
応
し
な
い
も
の
が
あ

る
。
こ
の
情
報
の
処
理
の
仕
方
が

第
四
類
の
基
本
で
あ
る
。

　

専
門
家
は
こ
の
原
理
を
サ
イ
バ

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
言
っ
て
い
る
が
、

素
人
に
は
ハ
テ
ナ
と
思
う
。
心
身

医
学
で
は
、
環
境
か
ら
心
理
的
ス

ト
レ
ス
が
加
わ
っ
た
反
応
を
言
っ

て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
の
対
処
を
目

的
と
し
て
治
療
を
行
っ
て
い
る
。

 

（
つ
づ
く
）
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情
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と
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灘
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岡
本　

好
司

お問合せは共済部まで　 ０７８-３９３-１８０５

休業保障制度と所得補償保険
病気やケガの休業に

グループ保険と新グループ保険
死亡・高度障害に

自動車保険と火災保険
団体割引きの

医師賠償責任保険
医事紛争に備えて

ビジネスキーパーの休業損害補償
天災や火災、特定感染症による休業損害に

医療保険とガン保険
三井住友海上あいおい生命の

好評受付中 !

協会の共済はご加入
内容をまとめて管理。
ワンストップサービス
を提供します。

Ｑ１　定期的なモニタリングを行っ
た上で、適切な管理を行える場合
は、必ずしも指導は行わなくても、
遠隔モニタリング加算を算定できる
のか。
Ａ１　モニタリングを行った上で、
患者の状態を踏まえた療養方針をカ
ルテに記載している場合は、必ずし
も指導は行わなくても算定できま
す。
Ｑ２　医師がモニタリングを行った
結果、指導の必要性を認め、電話に
よる指導を行った場合、電話再診料
は算定できるか。
Ａ２　算定できません。電話再診料

は、定期的な医学管理を前提として
行われる場合は算定できません。
Ｑ３　モニタリング後の指導を電話
のみで行う場合、情報通信機器を用
いた診療を行う体制の整備は必要
か。
Ａ３　不要です。
Ｑ４　遠隔モニタリング加算は、ど
のようなタイミングで算定するの
か。
Ａ４　前回受診月の翌月から今回受
診月の前月までの期間の月数（２カ
月に限る）を乗じて得た点数を、当
該管理を行った月に算定します（下
図参照）。

医科保険請求

【遠隔モニタリング加算の算定イメージ】
４月 ５月 ６月 ７月

診
療
行
為

外来診療 遠隔モニタリング 遠隔モニタリング 外来診療

算
定
で
き
る
点
数

再診料

※ 遠隔モニタリン
グ加算は次回７
月受診時に算定

※ 遠隔モニタリン
グ加算は次回７
月受診時に算定

再診料

在宅持続陽圧呼吸
療法指導管理料２

250点

在宅持続陽圧呼吸
療法指導管理料２

250点

遠隔モニタリング
加算（５・６月分）
150点×２

〈在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料・遠隔モニタリング加算〉

　国の生活保護引き下げは憲法25条の「生存権」に違反するとして、全国
の生活保護受給者が国と自治体を訴えた「生存権裁判」で、名古屋地裁は
６月25日に、原告の請求を棄却した。協会はこれに対し、７月11日の第
1115回理事会にて抗議声明を採択し、政府や裁判所など関係機関に送付し
た。以下に、抗議声明の全文を掲載する。

 2020年７月11日

 兵庫県保険医協会
 第1115回理事会

「生存権」を保障しない名古屋地裁判決に抗議する

　国の生活保護費引き下げは憲法25条の「生存権」に違反するとして、全
国の生活保護受給者が国と自治体を訴えている「生存権裁判」で、初とな
る判決が６月25日、名古屋地裁で出された。地裁は、引き下げは厚生労働
大臣の裁量権の範囲内であるとして、原告の請求を棄却した。
　生活保護費は、2013年から３回にわたり、平均6.5％、最大10％引き下
げられており、生活保護受給者は支出を切り詰めての生活を強いられてい
る。原告は、引き下げ前年の自民党の選挙公約で「10％引き下げ」が盛り
込まれていること、その公約実現のために、厚労省が物価引き下げ幅を大
きくするよう恣意的に計算方式を変更したこと、また、通常行われている
専門部会にも諮られていなかったことを指摘し、生存権に違反すると訴え
ていた。判決はこれらについて、大臣の裁量権の範囲であるとし、「自民
党の政策の影響があった可能性は否定できないが、国民感情や国の財政事
情を踏まえたもので違法とは言えない」と退けた。
　生活保護制度は、「生存権」を保障し、日本の社会保障水準を規定する
大きな礎である。生活保護費は「健康で文化的な最低限度の生活」を維持
するために、いくら必要かという観点から計算されるべきものであり、
「国民感情」や「財政事情」によって左右されるものではない。
　日本の生活保護の補捉率は２割程度で、必要な人の５人に１人しか利用
できていないが、この状況を生み出しているのは、生活保護は恥だとする
強いスティグマである。このスティグマを植え付けてきた歴代政権の姿勢
をただし、生存権を保障することが司法のあるべき姿ではないだろうか。
　本判決は、行政を監視すべき司法が、行政におもねった不当な判決であ
る。加えて、立法府を担う与党の公約に従い、行政がこれまでのルールを
ねじまげ、それを司法が追認するという三権分立の崩壊を示している。私
たちは、命と健康をまもる医師・歯科医師の会として、生活困窮者の人権
を踏みにじる本判決に強く抗議するとともに、法の支配を貫徹し、国民の
権利・自由を実現するという憲法が要請する司法の役割を自覚し、今後、
生存権を保障する判断を行うよう、司法に求める。
 以上

声明
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はじめに
　われわれ医者が喜びを感じるとき
はいつだろう？　初期研修医の時
は、難しい血管確保を一発で仕留め
たときに感じていたが、数カ月で業
務の一環と化していた記憶がある。
　医者18年目を迎えた現在、日々の
診療において“喜び”や“楽しさ”
を感じる時、私にとってそれは、患
者さんが「先生に診てもらえてよか
った」と喜んでくれる時に訪れる。
めったにいただけない感謝の言葉だ
からこそ、そう言っていただけるよ
う日々の診療に励んでいる。
　最近気づいてしまった、もう一つ
の“楽しさ”が、今回紹介する一発
診断である。どの科やどの分野にも
存在する瞬殺症例の引き出しを多く
持つことによって、忙しい外来では
猛烈な威力を発揮し、患者さんから
も喜ばれ、何より瞬殺診断した当の
本人がとても誇らしいひとときを過
ごせるメリットがある。
　本稿では、さまざまな症例が飛び
込んでくる救急外来から、選りすぐ
りの瞬殺症例を提示する。明日から
の診療にお役立てできることを期待
する。

Case file①：63歳男性
咳嗽後の左上腹部痛、診断は
なんでしょう？　　　　　　

解答：特発性腹直筋血腫

　咳嗽後の左上腹部の腫脹という突
発的な主訴でERを訪れた63歳男性
である。視診にて左上腹部の腫脹が
一瞥され、皮下出血斑を伴ってい
る。特徴的なのは腫脹が正中線を超
えていない点である。
　確定診断にはCTが有用であり、
活動性出血を評価するために造影
CTを施行する施設も多い。本症例
でも腹直筋内部に造影剤漏出
（extravasation） を認めた（写真
１）。入院での安静経過観察中に右

側にも生じてしまったが、保存的加
療で軽快した。腹腔内穿破、血腫が
増大傾向を示す場合、膿瘍形成に至
る場合などは手術適応となるが、非
常に稀とされている。

　小児の消化管異物は第一狭窄部で
ある食道入口部に引っ掛かることが
多い。多くの異物はＸ線非透過性を
持つため、Ｘ線写真にてすぐさま同
定されることが多いが、プラスチッ
クや純アルミニウムはＸ線では同定
しにくい特徴を持つ。咽頭側面像や
CTを撮像すれば誰でもわかる画像
となるが、特に小児に対しては放射
線被ばくを極力控えたいため、Ｘ線
正面像での特徴を共有しておきた
い。
　なお、気管内異物の場合は緊急度
を増すわけであるが、突発的な咳嗽
といった症状を呈し、声帯を通るた
めコインの向きが声帯に対して平行
となるためこれらの点から除外可能
といえる（写真２）。

　先の症例と同様に食道入口部に異
物を認めるが、あきらかにLEGOで
はない！　異物の病歴は過信しては
いけないことが教訓となる症例であ
る。さて、これはどういった異物で
あろうか？　コインであれば数時間
の経過観察は許容され、深夜とかで
あれば朝まで経過観察後にそれでも
同部位に嵌入していれば除去に取り
掛かる方針で良いだろう。
　しかし、ボタン電池といった腐食
異物であれば緊急で除去しないとい
けない。欧米のガイドラインでは２
時間以内の除去が推奨されている。
これらを区別するにはレントゲン条
件を変えてボタン電池特有の二重輪
郭（Double rim sign）を同定しに行
く必要がある（写真３）。
 （つづく）

トヨタ記念病院救急科医長　　西川　佳友先生講演

知っているとカッコイイ
“救急外来での一発診断”（上）

写真３　 Double rim signを 
確認しよう

　よくわからない熱、よくわからない皮疹、よくわからない関節痛
などあると膠原病？という単語が頭をよぎるかもしれません。一方
で、膠原病でしょうか？とコンサルトを受ける側が１番最初にする
プロセスは他疾患の除外です。膠原病かもしれないと相談をいただ
いたけれど、実はコモンディジーズだった、感染症だった、薬剤性
だった、などがしばしば経験されます。また、一見、非典型的な経
過のコモンディジーズは、その疾患の理解を深める助けにもなりま
す。
　そこで、今回は、リウマチ・膠原病関連疾患にみえたけれど実は
違ったというケースを中心に、痛み、熱、皮疹についての復習をし
てみたいと思います。 【陶山　記】

日　時　８月22日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
定　員　70人
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため要事前申込・先着順
　「Zoom」によるご自宅・医療機関などからの視聴も可能です
講　師　JR東京総合病院　リウマチ・膠原病科　医長
 陶山　恭博先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

リウマチ・膠原病
ミミックス

第564回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

写真１　腹直筋血腫のCT画像

解答： 上部食道に一円玉が嵌入し
ている

写真２　１円玉は分かりにくい

解答： ボタン電池誤飲　可能であれば
２時間以内の摘出が望ましい

何かコインを飲んだ…、ドコに　
ナニが隠れているのでしょうか？

Case file②：２歳男児

LEGO？を飲んだ…、ホントに？
緊急性はどれくらい？　　　  　

Case file③：１歳男児

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

日　時　８月30日（日）14時～17時
会　場　協会５階会議室
講　師　尼崎中央病院　歯科口腔外科部長　佐々木　昇先生
対　象　歯科医師、歯科衛生士
定　員　80人（先着順・要事前申込）
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、定員を絞って開催しますの
で事前にお申込みください。会場に手指消毒液をご用意、会場換気を致
します。マスクはご持参ください。

全身疾患と歯科治療全身疾患と歯科治療
～健診データ・お薬手帳を活用する～～健診データ・お薬手帳を活用する～

歯科定例研究会


